職　務　経　歴　書
〇〇〇〇年〇〇月〇〇日現在
氏名　〇〇　〇〇
■職務要約
これまで、教育業界にてスクール運営、新規事業立ち上げに伴う法人営業、サービス企画等を経験してまいりました。現在は株式会社〇〇〇にて、学習教材の企画・ディレクション、スタッフマネジメントを中心に担当しております。

■職務経歴
株式会社〇〇〇
◆事業内容：〇〇予備校の運営、各種講座・模擬試験の実施、教育系出版事業、広告代理事業
◆資本金：〇〇〇〇万円　売上高：〇〇〇億円　従業員数：〇〇〇〇名
	期間
	業務内容

	〇〇〇〇年〇月
～現在
	所属：〇〇教材研究室
映像授業商品「〇〇〇〇」加盟塾へのルート営業、外販向け学習教材の企画、進行管理に従事。教材作成においては、社員(〇名)、校正スタッフ(約〇〇名)のチームマネージャーを担当。
●主な担当業務
・現場部門、加盟塾からの教材要望の集約
・教材作成に際しての外部講師への執筆依頼、出演依頼交渉
・学習教材(テキスト、映像、ICT)の企画編集、ディレクション
・加盟塾への新講座の提案及び問い合わせ対応
・メンバー、教材作成スタッフのマネジメント

●主な実績
・新規講座〇本企画立案と商品化を達成(当社KPI比〇〇〇％)
・加盟塾売上高　〇億〇〇〇〇万円達成(前年比〇〇〇％)

チームマネジメントにおいて、効率的なプロジェクト進行を目指し行動してまいりました。適性に応じたスタッフの起用、進行管理システムの仕様変更など、チームメンバーの主体性の向上に努めた結果、人員配置を最適化することができ、当社KPI目標を達成しました。



株式会社〇〇
◆事業内容：〇〇ゼミナールを中心とした教育サービスの提供
◆資本金：〇億円　売上高：〇〇〇億円　従業員数：〇〇〇〇名
	期間
	業務内容

	〇〇〇〇年〇月
～〇〇〇〇年〇月
	所属：オンラインビジネスカンパニー　e教育事業部 
新ブランド「〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇」の立ち上げ、運営に関する業務、ならびに個人塾、自治体に向けたオンライン授業によるソリューション営業に従事。
●主な担当業務
・オンライン授業の最適化に向けたカリキュラム作成、教材案作成
・入会希望者への学習プランの提案
・ソリューション営業に際しての新規開拓(テレアポ〇〇～〇〇件/日)
・メンバー(〇名)のマネジメント及び講師育成

●主な実績
・〇〇〇〇年度　担当部署売上高　〇億〇〇〇〇万円達成(前年比〇〇〇％)

外部学習塾の課題に応えるべく「〇〇〇〇〇高校対策講座」の立案、商品化を行いました。開始初年で個人塾約〇〇社の生徒からの受注することで〇〇〇〇年度売上高に貢献することが出来ました。

	〇〇〇〇年〇月
～〇〇〇〇年〇月
	所属：ゼミナールカンパニー　〇〇第〇運営部〇課 
〇〇県〇〇エリアの「〇〇ゼミナール」〇校の校舎運営に従事。
●主な担当業務
・在籍生徒数管理、校舎売上管理
・小中学生向けのグループ授業(英語、国語、社会)ならびに生徒指導
・入会希望者、通塾生家庭への学習プランの提案営業
・保護者会をはじめとしたイベントの企画、運営
・講師育成

●主な実績
・エリア内退塾率〇%に改善(前年比▲〇〇％)
・〇〇校での生徒増加率〇〇〇％を達成(〇〇エリア〇〇校中〇位)

退塾数が多いという課題解決を大きな目標指針として行動しました。オンラインによる保護者会の導入、各家庭の情報をエリア内で共有する仕組みを構築することで、退塾生徒を前年比より〇〇％減少させることに成功しました。



〇〇〇〇〇〇〇株式会社
◆事業内容：不動産の売買・賃貸の仲介業務、不動産の受託販売業務、不動産の賃貸業務
◆資本金：〇〇億円　売上高：〇〇億円　従業員数：〇〇〇〇名

	期間
	業務内容

	〇〇〇〇年〇月
～〇〇〇〇年〇月
	所属：〇〇〇流通第一営業部 第一ブロック大井町営業センター
〇〇〇〇〇エリアを対象に顧客開拓・管理、反響対応を担当。
●営業スタイル：広告配布による反響営業（〇〇〇〇枚/日を広告配布）




■自己PR
【データに基づいた商品企画の経験】
データを基に新サービス、商品を企画してきた経験がございます。現職では、在籍生徒の受講データと成績推移の相関、外販塾からの受注状況を分析した結果、高校生向け高難易度のリスニング対策商品の拡充が必要だと結論づけ、有名講師によるリスニング講座を企画しディレクションを担いました。リリースに際して、新講座の認知度を向上させるため、社内広報部との連携を通してYouTubeチャンネルでのキャンペーン動画も企画いたしました。結果として、リリース当初から約〇〇〇名の生徒に受講いただき、半年で〇〇〇〇万円の売上げに貢献するコンテンツになっております。

【部署を横断的に巻き込みプロジェクトを推し進める力】
複数の部署、関係者と連携してプロジェクトを進められることが、自身の強みと考えています。当社初主催の大型模試「〇〇〇大学模試」の作成の際には、発注先企業との会議に、現場責任者にも会議出席の要請、参加をさせることで、より精度の高い問題作成を図りました。また、外部講師による総評動画の撮影を依頼、現場カウンセラーとの受験後の学習フォローの計画をすり合わせる等、他社の大型模試との差別化を図ることにも注力しました。その結果、各部署での割り当て業務の進行が円滑に進められ、予定納期よりも〇週間ほど早く校了させることが出来ました。
以上
〇
